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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
移動電話網中にあってＳＭＳメッセージをルーティングするＳＭＳメッセージ・ルーティ
ング手段を用いて、その移動電話網を介して電子メールを移動局に転送するシステムであ
って、
インタフェースを有し、電子メールを供給するネットワークからのその電子メールをルー
ティングする電子メール・ルーティング手段と、
上記インタフェースに接続されていて、電子メールを受信して、コード化された情報の形
のエージェントを含むそれぞれのＳＭＳメッセージが各々に割当てられたその電子メール
を記憶する受信および記憶手段と、
を具え、
上記コード化された情報は、復号処理された後で、対応する電子メールの転送の開始を可
能にするものであり、
さらに、上記受信および記憶手段に接続されていて、移動サービス交換局との間で、およ
び上記移動電話網中にある上記ＳＭＳメッセージ・ルーティング手段との間でデータ接続
を行うデータ接続手段と、
上記移動局に設けられていて、上記ＳＭＳメッセージ・ルーティング手段からＳＭＳメッ
セージを受信し、この移動局にそのＳＭＳメッセージを記憶する手段と、
上記移動局とコンピュータとを接続して、この移動局とこのコンピュータの間で相互にデ
ータを転送する転送手段と、
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上記コンピュータまたは上記移動局に形成された手段であって、上記移動局によって受信
されたＳＭＳメッセージに含まれている上記エージェントを復号するクライアント機能を
含み、さらに、この復号に基づいて、上記データ接続手段を介しての、復号されたエージ
ェントに対応する電子メールの転送を開始させる命令を実行する機能を含む手段と、
を具える、電子メールを転送するシステム。
【請求項２】
上記コンピュータから上記受信および記憶手段に送られた電子メールに、別の移動電話加
入者に配信するための前記した種類のエージェントを含むそれぞれのＳＭＳメッセージが
割当てられることを特徴とする、請求項１に記載の電子メールを転送するシステム。
【請求項３】
上記エージェントは暗号、ホスト番号、ジョブ識別およびジョブ・パスコード用の各フィ
ールドを含むものである、請求項１に記載の電子メールを転送するシステム。
【請求項４】
上記暗号のフィールドは各ＳＭＳメッセージに対してランダムに発生されるものである、
請求項３に記載の電子メールを転送するシステム。
【請求項５】
電子メールを受信して記憶し、また移動電話網中にあってＳＭＳメッセージをルーティン
グする手段を用いてその電子メールを移動局に転送するホスト装置であって、
電子メールをルーティングする手段に対するインタフェースを有し、電子メールを受信し
て、コード化された情報の形のエージエントを含むそれぞれのＳＭＳメッセージが各々に
割当てられたその電子メールを記憶する受信および記憶手段を具え、
上記コード化された情報は、復号処理された後で、上記移動局に対する対応する電子メー
ルの転送の開始を可能にするものであり、
さらに、上記受信および記憶手段に接続されていて、通信用のローカル手段を介して移動
サービス交換局との間で、および移動電話網中にあってＳＭＳメッセージをルーティング
する手段との間でデータ接続を行って、エージェントを有する上記ＳＭＳメッセージを上
記移動局に転送し、上記移動局においてまたはこの移動局に接続されたコンピュータにお
ける、エージェントを有する対応するＳＭＳメッセージの復号処理によって得られた情報
を用いた転送開始に応答して、エージェントを有する上記ＳＭＳメッセージに割当てられ
た電子メールを上記移動局に転送する手段を具える、
ホスト装置。
【請求項６】
インターネット等の外部ネットワークとＧＳＭシステム等の移動電話網の移動電話加入者
の間で電子メールを転送する方法であって、
上記移動電話網と上記外部ネットワークとに動作上接続されたサーバにおいて、上記外部
ネットワークから電子メールを受信して記憶するステップと、
上記サーバから移動局への上記電子メールの転送を移動電話加入者がどのように開始する
かを記述するコード化された情報を含んだエージェントを生成するステップと、
ＳＭＳメッセージを生成して、このＳＭＳメッセージに上記エージェントを含ませるステ
ップと、
上記電子メールを上記ＳＭＳメッセージに対応付けるステップと、
上記ＳＭＳメッセージを上記移動電話加入者の移動局に送信するステップと、
上記移動電話加入者側に配置されたクライアント機能を用いて、上記サーバから受信した
上記ＳＭＳメッセージに含まれている上記エージェントを復号し、それによって上記サー
バから上記移動電話加入者への上記電子メールの転送を開始する復号ステップと、
を含む、電子メールを転送する方法。
【請求項７】
上記復号ステップは上記移動局に接続されたコンピュータにおいて実行され、このコンピ
ュータは上記クライアント機能を含むものである、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
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上記復号ステップは上記移動局内で実行され、この移動局は上記クライアント機能を含む
ものである、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
インターネット等の外部ネットワークとＧＳＭシステム等の移動電話網の移動電話加入者
の間で電子メールを転送する方法であって、
上記移動電話網と上記外部ネットワークとに動作上接続されたサーバにおいて、上記外部
ネットワークから電子メールを受信して記憶するステップと、
上記サーバから移動局への上記電子メールの転送を移動電話加入者がどのように開始する
かを記述するコード化された情報を含んだエージェントを形成するステップと、
ＳＭＳメッセージを生成して、このＳＭＳメッセージに上記エージェントを含ませるステ
ップと、
上記電子メールを上記ＳＭＳメッセージに対応付けるステップと、
上記ＳＭＳメッセージを上記移動電話加入者の移動局に送信するステップと、
上記移動電話加入者から要求があったときに、上記移動電話網によって設定されたデータ
接続を用いて上記電子メールを上記移動局に送信するステップと、
を含む、電子メールを転送する方法。
【請求項１０】
インターネット等の外部ネットワークとＧＳＭシステム等の移動電話網の移動電話加入者
の間で電子メールを転送するための汎用コンピュータ用の命令のシーケンスを格納してい
るプログラム記憶装置と、汎用コンピュータとを含む電子メール転送システムであって、
上記命令が、上記汎用コンピュータに、
上記移動電話網と上記外部ネットワークとに動作上接続された上記汎用コンピュータにお
いて、上記外部ネットワークから電子メールを受信して記憶するステップと、
上記汎用コンピュータから移動局への上記電子メールの転送を移動電話加入者がどのよう
に開始するかを記述するコード化された情報を含んだエージェントを生成するステップと
、
ＳＭＳメッセージを生成して、このＳＭＳメッセージに上記エージェントを含ませるステ
ップと、
上記電子メールを上記ＳＭＳメッセージに対応付けるステップと、
上記ＳＭＳメッセージを上記移動電話加入者の移動局に送信するステップと、
上記移動電話加入者から要求があったときに、上記移動電話網によって設定されたデータ
接続を用いて上記電子メールを上記移動局に送信するステップと、
を実行させるものである、
電子メール転送システム。
【発明の詳細な説明】
発明の属する技術分野
本発明は、例えばＳＭＳメッセージのような短いテキスト・メッセージをルーティング（
経路指定）するための移動電話網（ネットワーク）中に存在する手段の支援を受けて移動
電話網を介して電子メールを伝送するためのシステムおよび装置に関する。また、本発明
は、加入者を電子メール・アドレスを用いてまたは電子メール・アドレス（データベース
）に登録する方法に関する。特に、本発明は、電子データが変形（修正）された短いテキ
スト・メッセージにリンク（連結）される電子データ伝送システムに関する。また、本発
明によれば、既存の移動電話網、加入者交換機または交換センタ（中央局）、通信網、等
に接続できるローカル自立ホスト（local freestanding host）装置を実現することがで
きる。
発明の背景技術の説明
既存の移動電話網（移動体電話網）は、ＧＳＭ（Global System for Mobile Communicati
on、移動体通信用グローバル・システム）における短いメッセージ・サービス（ＳＭＳ、
short message services）形式のオペレータ・サービス、即ち移動局または移動機または
移動ステーション（ＭＳ）で受信されてそのディスプレイ（表示器）におけるテキスト形
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式に変換されるメッセージ（約１６０個のデータ・キャラクタ（文字、記号））を含んで
いる。ＭＳのディスプレイは、一度には限られた数のキャラクタにしか対応（処理）でき
ない。従って、ＭＳユニットを介したより長いメッセージ、例えば電子メール中に含まれ
ているテキスト主要部のようなメッセージを、場合によってはファイル（テキスト、グラ
フィックス、等）と共に受信する処理はうまく行えないであろう。
移動電話網においてアドレスを用いてＳＭＳメッセージを移動電話網中の正しい受信機に
ルーティングするために、移動電話網は、移動電話網中の１つまたはそれ以上の移動サー
ビス交換センタ（ＭＳＣ、交換局）にＧＭＳＣ機能（Gateway Mobile Switching Center
機能、ゲートウェイ移動交換センタ機能）を備えている。ＧＭＳＣ機能は、移動電話網の
外部の通信システムに対する電話トラフィック（通信量）を管理し処理する。移動電話網
においてルーティングされるＳＭＳメッセージは、ＧＭＳＣ機能を介してＳＭＳセンタ（
ＳＭＳ－Ｃ）にリンクされる。このＳＭＳセンタは、正しいＭＳユニットにメッセージを
ルーティングする処理を担当している。それによって、ＭＳユニットはＳＭＳメッセージ
の受領を表示する。
さらに、ＧＳＭ、ＡＤＣ（アメリカン・ディジタル・セルラ）、ＪＤＣ（日本ディジタル
・セルラ）またはその他の無線電話システム、およびインターネットは、商用通信システ
ムを最も急速に展開している２つの業界である。しかし、それぞれの商用システム間で通
信を行うことは困難である。ＧＳＭシステムを介してインターネットに対して発呼（呼設
定）する構成は、特に実用的構成とはいえない。無線送信時間は高価であり、接続待ち時
間および呼の持続時間は長い、等の問題が存在する。さらに、既存のインターネット接続
は移動電話機が使用するようには最適化されていない。
以上のことから、ＳＭＳメッセージより長いテキスト・メッセージを移動電話加入者に送
信できるようにしたいというニーズ（要求）、また相異なる通信システム間で互いにアク
セスするための簡易な解決法のニーズが存在することは明らかである。
発明の概要
本発明は、実際上無制限な量のテキストおよび画像データをＭＳユニットのメディア（媒
体）を通して移動電話網の加入者に伝送するためのシステムおよび装置に関する。
本発明は、移動電話網中に存在する短テキスト・メッセージ・ルーティング手段の支援を
受けて移動電話網を介して電子メールを伝送するためのシステムに関する。そのシステム
は、次の手段を含んでいる。
－移動電話交換センタ（局）と、移動電話網中に存在する短テキスト・メッセージ・ルー
ティング手段とに対してデータ接続を行う手段と
－このデータ接続手段に接続された、エージェントを有する短テキスト・メッセージが割
当てられた（付与された）電子メールを受信して記憶（蓄積）する手段と
－この受信して記憶する手段に接続されたインタフェースを有し、電子メールを管理する
ネットワークからの電子メールをルーティングする手段と、
－移動局に設けられていて、上記既存のルーティング手段から短テキスト・メッセージを
受信して、移動局に上記メッセージを記憶（蓄積）する手段、
－移動局とコンピュータ手段の間の接続を確立（設定）して、移動局とコンピュータの間
で相互にデータを伝送する手段、
－エージェントを復号するソフトウェアを含んだ手段であって、上記データ接続設定を行
う手段を介して電子メールの伝送を開始するための命令を含んだ手段。
本発明の一実施形態において、上記ソフトウェアを含んだ手段はコンピュータにインスト
ールされている。
別の実施形態において、上記ソフトウェアを含んだ手段は移動局にインストールされてい
る。
コンピュータからホスト装置に送信された電子メールには、別の移動電話加入者に分配（
配信）するための制御キャラクタおよびエージェントを有する短テキスト・メッセージが
割当てられる（付与される）。エージェントは、暗号ファイル、ホスト番号、ジョブ識別
（ＩＤ）、ジョブ・パスコードを含んでいる。その暗号フィールドは、各短テキスト・メ
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ッセージ毎にランダムに生成される。
また、本発明は、電子メールを受信して記憶（蓄積）する選択的に配置可能なホスト装置
であって、移動電話網中に存在していて短テキスト・メッセージを移動局にルーティング
する手段を用いて電子メールを伝送するホスト装置に関する。その装置は次の手段を含ん
でいる。
－電子メール・ルーティング手段とのインタフェースを有していて、エージェントを有す
る短テキスト・メッセージが割当てられた（付与された）電子メールを受信して記憶（蓄
積）する手段と、
－遠隔通信用のローカル手段を介して、移動電話交換センタと、また移動電話網中に存在
していて上記エージェントを有する短テキスト・メッセージを移動局にルーティングする
手段とデータ接続を確立する手段。
また、本発明は、移動電話網内に存在する短テキスト・メッセージ・ルーティング手段の
支援を受けて移動電話網を介して電子メールを伝送するシステムにおいて、加入者を電子
メール・アドレスを用いて（電子メール・アドレスと共に）登録する方法に関する。伝送
ソフトウェアに接続された移動局と通信網との相互間で電子メールの伝送を開始するため
に使用されるエージェントを含んだ短テキスト・メッセージが、電子メールに対して割当
てられ（付与される）、
－そのソフトウェアはコンピュータにインストールされており、
－インストールされたソフトウェアは、そのソフトウェアが起動すると電子メール受信お
よび記憶手段を自動的に呼出し、
－インストールされた通信ソフトウェアは、ユーザ（クライアント）に対して、所望の電
子メール・アドレス、個人情報、移動局加入者番号、ソフトウェア起動パスワード、およ
びユーザ・コンピュータ装置構成（機器構成）に関連する情報を挿入するよう指示し、
－電子メール受信および記憶手段は、短テキスト・メッセージのメディアを介して、イン
ストールされたソフトウェアを有するコンピュータに起動コードを送出する。上記コード
は、エージェントを有する電子メールを受信し送信するソフトウェアを起動するのに使用
される。
その起動コードは、インストールを終了するためにそのソフトウェアに手動で挿入される
。
別の構成として、起動は、短テキスト・メッセージの処理を支援するモデムを用いて自動
的に行うこともできる。
本発明の一実施形態において、そのソフトウェアは、ネットワークから、例えばネットワ
ークにおけるホーム側から、コンピュータに転送する（取込む）ことができる。
そのメッセージを受領したときはできるだけ速やかにＰＩＮコードを用いてホスト装置と
コンピュータの間でハンドシェイクを形成することは、有益であり、時々望ましくさえあ
る。
以下、本発明を、好ましい実施形態を参照し、添付した図面を参照して詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
図１は、本発明による、ＳＭＳを介した電子メールのルーティング法を例示したフローチ
ャートである。
図２は、本発明によるシステムを例示する概略的ブロック図である。
図３は、本発明によるホスト装置を例示する概略的ブロック図である。
図４は、本発明に従って構築されたシステムにおけるエージェントを有するＳＭＳを介し
た伝送を図の形で例示したものである。
図５は、本発明の一実施形態に従ってインターネットにアクセスするための電子メール・
アドレスを自動的に登録する方法を図の形で例示したものである。
図６は、本発明によるシステムのユーザがインターネットから情報をダウンロードする方
法を図の形で例示したものである。
好ましい実施形態の詳細な説明
以下、本発明を、発明の実施形態を参照し、またＧＳＭシステムと短いテキスト・メッセ
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ージ（ＳＭＳ）に関するその機能を参照して説明する。但し、本発明はＧＳＭと短テキス
ト・メッセージ（ＳＭＳ）に対するその機能のような特定の無線電話システムに限定され
るものではないことは明らかである。また、短テキスト・メッセージの伝送を含んだその
他の通信システム、または例えば標準的なＡＤＣ、ＪＤＣ、等のような将来この機能を含
むことになると予想されるその他の通信システムを本発明と共に用いることができること
も明らかである。
また、データ・パケット伝送網でも、本発明によるエージェント（データ）を有する１つ
またはそれ以上のパケットで通知を受けることができる。そのエージェントについては後
で詳細に説明する。
本発明に関連して使用される電子メールという用語は、電子メール・ファイル、ファクシ
ミリ、ページャ（ビーパ、ポケットベル）、等のディジタル通信を含むように最も広く解
釈すべきである。
図１は、本発明による、移動電話回線網から分離している外部通信網、例えばインターネ
ット（ネットワーク）からの情報に対して移動電話加入者がどのようにしてアクセスする
かを示す概観のフローチャートである。
ブロック１０において、加入者はインターネットから電子メールを受信する。この加入者
は、電子メール・アドレスabon.nent@teleoperator.mail.seを有する。この場合、テレオ
ペレータTeleoperatorというのは、会社であって、移動電話サービスを提供し、本発明に
よる移動電話網に接続されたホスト装置またはホスト構成（１１）を有する。そのホスト
装置１１は、インタフェースおよび手段１２、１４、１６および１８からなる。インター
ネット通信は、電話および／またはデータ通信用のライン（回線）またはトランクを供給
するオペレータ（処理装置）、例えばトランスパックTranspac@▲Ｒ▼（登録商標）を通
して、図１において６４ｋビット・ラインを介してホスト装置１１にルーティング（経路
指定）される。
インタフェース１２は、例えばTranspac@▲Ｒ▼とホスト装置１１の間で伝送を行うため
の通信プロトコル、例えばＴＣＰ／ＩＰ（Transmission Control Protocol/Internet Pro
tocol、伝送制御プロトコル／インターネット・プロトコル）を含んでいる。また、イン
タフェース１２は、受信したデータをホスト装置１１のホスト手段１６に記憶（蓄積）す
るのに適したフォーマットに翻訳（変換）する通信インタプリータ（解釈器）、例えばウ
ィンソケットWinSocket ▲Ｒ▼１４に接続される。手段１８は、データＳＭＳゲートウェ
イであり、即ちモデムを介してまたは直接ディジタル的経路を介して移動電話網に自己を
接続する機能を有する手段であり、ＳＭＳ－Ｃに接続される。この実施形態において、ホ
スト装置１１の管理は、例えばウィンドウズWindows▲Ｒ▼アプリケーションを用いて行
われる。
次に、さらに図１を参照して、本発明による移動局（ＭＳ）に対してインターネットを介
して確立される通信の例を説明する。
本発明では、データ・フィールドを有するＳＭＳエージェントがＳＭＳメッセージに設け
られている場合において、本発明に従って変形されたＳＭＳメッセージの変形バージョン
が用いられる。エージェント暗号コードは、各ＳＭＳメッセージに対して乱数発生器(ran
dom generator)の媒体を通してランダムに発生される。そのコードはＳＭＳメッセージに
おける選択されたキャラクタ位置を有し、コンピュータ２２における通信ソフトウェア４
６に含まれていて電子メールを復号してその転送を開始する機能は、その位置に関連情報
を見つけ出すことができる。ＳＭＳメッセージは、約１６０個のキャラクタ位置に現在の
構成を保持することが好ましい。
インターネットからの電子メール１０は、ホスト・ユニット１６に記憶（蓄積）されて、
ＳＭＳメッセージと結合される。例えばemailout.dbのようなファイル・アドレスを用い
て記憶が行われ、またホスト・ユニット１６はemailout.dbが結合されたＳＭＳメッセー
ジをゲートウェイ手段１８に供給開始する。例えば次のようなテキスト・メッセージに続
いて制御キャラクタまたはコード・キャラクタが使用される。但し、引用マーク内のキャ
ラクタ・ストリングがアドレス加入者のＭＳディスプレイ・ウィンドウに表示される。
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最後の引用符号の後に続くキャラクタはＳＭＳエージェントを構成する。ＳＭＳメッセー
ジには、そのメッセージが変形メッセージであることを示すプレフィックス(prefix)をオ
プションとして（任意選択的に）与えることができて、充分なメモリとデータ処理能力を
有するＰＣ２２コンピュータまたはＭＳユニットがそのメッセージを変形メッセージとし
て処理することができるようになっている。
加入者は、電子メールにおける幾つかのアドレスに基づいて知ることができることもある
ので、ホスト装置１１において加入者は、主要アドレス（一次アドレス）とたぶん少なく
とも１つの別のアドレス（alias address）とを受信する。ＳＭＳメッセージはＳＭＳエ
ージェントの支援を受けてemailout.dbにアクセスするために復号され、そのＳＭＳエー
ジェントは正しいアクセス・コードをemailout.dbに対して開示して、エージェントで与
えられたホスト装置１１とのデータ接続を確立して、電子メールがＭＳユニット２０と好
ましくはＰＣＭＣＩＡ接続（Personal Computer Memory Card International Associatio
n標準、パーソナル・コンピュータ・メモリ・カード国際機構の標準）を介して例えばＰ
Ｃ２２またはその他のコンピュータに伝送されるようにする。また、伝送は、コンピュー
タ用のＭＳユニットのＩ／Ｏポート相互間の他の公知の伝送法、例えば赤外線、無線周波
数波、超音波、レーザ光、その他の電磁波放射、等を用いた無線伝送のような伝送法を通
して行うことができる。
ＳＭＳメッセージ命令“Activate PC”（ＰＣを起動する）の後に、ＰＣＭＣＩＡカード
をＭＳユニットとＰＣユニットまたはその他のコンピュータの間に接続したときに、ＳＭ
Ｓエージェントは、ＰＣユニットにおけるクライアント機能または通信ソフトウェアによ
って復号されて、emailout.dbがどの位置から収集できるかに関する情報が供給される。
将来、移動局はコンピュータ・ハイブリッド（混合）で構成されることが期待されるとき
には、そのＳＭＳエージェント復号機能はＭＳユニットに含ませてもよい。
本発明において、エージェントという用語は本発明に従って変形または修正されたＳＭＳ
メッセージにおける１つのデータ・フィールドとして解釈することが好ましい。これによ
って、そのデータ・フィールドを復号することによって電子メールを起動して伝送するこ
とが可能になる。そのエージェントは、通信ソフトウェアが必要な情報を収集するための
ＳＭＳメッセージにおけるその位置を明らかにする情報を含んでいる。
ゲートウェイ１８は、自己を移動電話網に接続して、移動電話網中に存在する機能ＳＭＳ
センタ（ＳＭＳ－Ｃ）を介してＳＭＳメッセージを送出し、伝送状態をモニタする。ＳＭ
Ｓメッセージは、ＳＭＳ－Ｃを介して移動電話網中の正しいＭＳユニットにルーティング
された後で、ＭＳユニット２０によって読取られる。ＰＣＭＣＩＡカードがＰＣユニット
２２とＭＳユニット２０の間に接続されたときに、ＰＣユニット２２またはコンピュータ
内のゲートウェイ通信ソフトウェアのサブプログラムが起動される。このサブプログラム
は、電子メールのデータ・セットアップおよび電子メールの収集に関連する機能、例えば
指定された“Collect e-mail”（電子メールを収集する）を処理する。それによって、Ｐ
Ｃユニット２２のディスプレイ・スクリーン上に例えば次のテキストを表示する。“An e
-mail, Abon.doc 376 kbyte, avs xxx.yyy@sendit, transmission time about 2min.”
次の幾つかの例において、加入者がどのようにしてＰＣユニット２２において規定されて
いる機能ボタンの助けによってＳＭＳエージェント中のデータ伝送開始ストリングを起動
することができるのかを示している。
＊“Collect e-mail now”（今、電子メールを収集する）－ＧＳＭデータを起動してホス
ト手段に結合する。
＊“Collect e-mail later”（後で電子メールを収集する）－エージェントをC:＼MS＼un
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it＼LATER＼subs.doc?“Yes”or“No”として記憶する－等。
＊“Collect e-mail later”（後で電子メールを収集する）－記憶されている全てのＳＭ
Ｓエージェントを表示する－等。
（この機能は、サブプログラムがＳＭＳエージェントを読込まずに開始されたときに上述
の機能の代替機能である。）
＊“Forward e-mail”（電子メール送信）－“Save copy”（コピーをセーブする）－“t
o whom”（誰に）－アドレス・ブック、ページャ、ファクシミリを起動する－等。
＊“Delete e-mail”（電子メールを削除する）－“are you sure...”（・・・は確かで
すか）－等。
＊“Any e-mail to pick up?”（取出すべき電子メールは？）－収集すべき任意の電子メ
ールが存在するかどうかをホスト手段１６に尋ねるＳＭＳ照会（問合せ、query）を送出
する。
これらの処理手順は、例として示したに過ぎず、規定された機能ボタンの使用可能な機能
の原理を示すためのものである。ハイフン（－）は、ボタンを押したときに開始される機
能および照会を示している。
加入者が電子メール読込み機能キーを指示したときに、データ接続がＳＭＳエージェント
に含まれている情報を用いて自動的に設定される。電子メールは、読込まれ、記憶され、
たぶんＰＣユニット２２において表示される。セッションが終了したときには、ＰＣユニ
ット中のゲートウェイ通信プログラムは別のＳＭＳエージェントを読込むように調整する
。
図１における破線矢印は、上述の機能ボタンに従って照会を行うためのホスト装置１１に
対するＧＳＭデータ接続を示している。図１における実線矢印は、ホスト手段１６に記憶
（蓄積）されている電子メールを収集するためのデータ接続を示している。
一実施形態において、エージェントを含んだ変形ＳＭＳメッセージは次のデータ・フィー
ルドで構成される。
Text field（テキスト・フィールド）
[Prefix]（プレフィックス）－ＳＭＳメッセージが、例えば/e-mail/等のエージェントを
含んでいることを示す。
[Free text]（フリー・テキスト）－オプション（任意選択）のテキスト、例えば“You h
ave a new e-mail...”（あなたへの新しい電子メールがあります）。
Agent field（エージェント・フィールド）
[Encryption]（暗号）－エージェント・フィールド暗号コード。
[Host No.]（ホスト番号）－どの加入者番号に電子メールが見つかるかを表示する。
[JobId]（ジョブ識別）－データＳＭＳゲートウェイ手段において収集すべきジョブを識
別する。
[PWD]（パスワード）－ジョブ・パスワード。
ＰＣユニット２２またはその他のコンピュータにおける通信ソフトウェアは、前述のよう
にして、ＳＭＳメッセージを読むのに必要な情報を暗号フィールドを介して取得して、こ
うしてこの例におけるemailout.dbにアクセスする。
図２は、本発明によるシステムを例示するブロック図である。図２は、インターネット１
０に接続されたシステムにおけるホスト装置１１を例示している。ゲートウェイ手段は、
モデム２４を介してＧＳＭ移動電話システム（図の点線）における移動サービス交換セン
タ（交換局）ＭＳＣに接続されている。移動サービス交換センタＭＳＣは、ＳＭＳメッセ
ージをルーティングするための移動電話システムにおけるＳＭＳセンタと通信ソフトウェ
ア４６およびアプリケーション・ソフトウェア４９との間に通信を確立する。即ち、電子
メールが変形ＳＭＳメッセージに結合される。エージェントは、ホスト装置１１からＳＭ
Ｓセンタへ、またその逆方向に、例えばＸ．２５通信（インタフェース）を介して転送さ
れる。
図３はホスト装置１１をブロック形式のユニットとして示しており、このブロックは、例
えばインターネットに接続された通信プロトコル１２　ＴＣＰ／ＩＰ、例えば通信インタ
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プリタのウィンソケットWinSocket▲Ｒ▼、および例えばモデムバンクまたはモデムプー
ルとしてのモデム２４とルータ（router）ＳＭＳ－Ｃとに接続されているデータＳＭＳゲ
ートウェイ手段１８を表わしている。図３のホスト装置１１は、ローカル自立（フリース
タンディング）形式になっており、よって移動電話回線網との接続のためにモデムまたは
電話交換装置を介して顧客の仕様項目に従って配置することができる。
一実施形態においては、ホスト手段１６は次に示すデータベースを含んでいる。
CUSTOMER. DB 　　顧客データベース
SUBSCRIBER.DB　　加入者データベース
EMAILIN. DB　　　入来電子メール用に累積（蓄積）されたデータベース
EMAILOUT.DB　　　送出電子メール用に累積（蓄積）されたデータベース
従って、データベースEMAILOUT. DBはコンピュータ２２からホスト装置１１に電子メール
を送信する機能を有し、ホスト装置が、ＳＭＳを用いて電子メールに制御キャラクタおよ
びエージェントを割当てる（付与する）ことによってエージェントを有するＳＭＳが割当
てられた電子メールが移動電話システムにおける他の電子メール・アドレスに配信（分配
）される。
図４は、本発明のシステムにおけるエージェントを有するＳＭＳを介した電子メールの送
信を概括的に説明し、且つ概略的に例示した図である。図４には移動電話システムが示さ
れていないが、移動電話システムは図示のために本発明による情報伝送にとって透明（tr
ansparent）なものとして示されていると理解すべきである。図４乃至図６中の矢印は含
まれている各ユニット間の通信を示している。
インターネット１０を介して到着した電子メールは、受信者の宛先すなわち受信者アドレ
ス、送信者アドレス、適当なヘッダ（表題名）、テキスト本体に変換され、また本発明に
よるホスト装置１１中のデータベース４２に蓄積されるオプションとして（任意に）含ま
れているファイルに変換される。図示の場合は、ホスト装置１１は、ＩＧＳＡサーバ（イ
ンターネットＧＭＳスマート・アクセス・サーバ、Internet GMS Smart Access Server）
と指定されたサーバ１１の形式になっている。
到着した電子メールによって、電子メール受取宛先のＭＳユニット２０に送られるＳＭＳ
５０を生成される。このＳＭＳメッセージは次の情報からなる。
ａ．アプリケーション・プレフィックス。例えば、“/e-mail:”（／電子メール：）４４
。そのプレフィックスは、ＳＭＳがアプリケーション・ソフトウェア４９用の制御コード
を含んだ電子メール・エージェントであること、通信ソフトウェア４６がＭＳユニットに
あるいはＭＳユニット２０中の居住者に接続されたコンピュータ２２中で発見された送信
された電子メールにアクセスするための詳細項目を列挙すべきであることを表示している
。
ｂ．電子メール通知４５。これは、例えば次のような情報を含んだ受信者へのテキストを
含んでいる。
－エランド（errand）のタイプ（用件の型）、
－送信者、
－ファイルの数（番号）およびそのタイプ、例えばグラフィックスのテキスト等、
－ＧＭＳシステムにおける伝送時間、
－電子メールの大きさ、例えばバイト数で、
ｃ．エージェント部分４８。これは、例えば次のような、通信ソフトウェア４６用の情報
、およびある場合はアプリケーション・ソフトウェア４９用の情報を有する。
－フィールド“job_id”（ジョブ識別）４１。このフィールドは、サーバ１１に蓄積され
た電子メール用のワーク・ノーテーション（作業表示、work notation）を与える。
－フィールド“Code”（コード）４３。このフィールドは、例えば通信ソフトウェア４６
に接続されたデータベースに、意図した“job_id”をダウンロードするアクセス権を得る
ためのパスワードを与える。
－フィールド“DSG address（Data SMS Gateway Address）”（ＤＳＧアドレス、データ
ＳＭＳゲートウェイ・アドレス）。このフィールドは、意図した電子メールが蓄積された
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サーバー１１のアドレスおよび／または電話番号を含んでいる。
ＳＭＳ５０は、ＭＳユニット、しばしばセルラ電話（携帯電話）に蓄積され、そこで通信
ソフトウェア４６が通知情報４５を読取ることができる。受信機は、ＭＳユニット２０を
起動された通信ソフトウェア４６を有するコンピュータ２２に接続することによって、上
記ＭＳユニット２０に蓄積された全てのＳＭＳ５０を読出し、このＳＭＳ５０を正しいプ
レフィックスを用いて意図したアプリケーション・ソフトウェア４９、例えばプレフィッ
クス“/e-mail:”（／電子メール：）によって表示されたアプリケーション・ソフトウェ
アに転送することができる。従って、アプリケーシン・ソフトウェア４９の各種のバージ
ョン（版）またはその他の機能は他の適当なプレフィックスで表わすことができる。従っ
て、無制限な数のアプリケーション・ソフトウェア４９を通信ソフトウェア４６に接続す
ることができる。
上述の構成に従って、正しいアプリケーション・ソフトウェア４９が、プレフィックスの
媒体を通じて通信ソフトウェア４６によって起動される。また、通知情報４５は、例えば
次に示すような機能をもった特定の可能な命令と共にコンピュータ・ユニット２２におい
て表示される。
－“Get Now”（今、受取る）
－“Get Later”（後で受取る）
－“Delete Mail”（メールを削除する）
等。
例えば、“Get Now”（今、受取る）の機能が起動されると、通信ソフトウェア４６はＳ
ＭＳのエージェント部分４８を読取り、次の処理手順を実行する。
１．“DSG address”（ＤＳＧアドレス）４７における番号を呼出す（セッションの開始
）、
２．呼出しセットアップの確立に続いて“job_id”４１および“Code”４３をサーバ１１
に転送し、サーバ１１はその情報を検証し、その一致を見いだすと同セッションにおける
データの伝送を開始する。
３．伝送が終了すると、そのセッションの伝送部を解放する。
セッションの終了時に、通信ソフトウェア４６はＳＭＳ読出し設定を再度使用し、新しい
通知エージェントに従って、接続されたＭＳユニット２０を引続き読出す。
アプリケーション・プログラム４９におけるデータのダウンロードの処理手順は、必要な
ときにはＳＭＳエージェントを介して自動化される。即ち、あるタイプのメッセージの場
合、命令“Get Now”（今、受取る）はＳＭＳエージェントによって自動的に開始される
。
また、図５を参照すると、本発明は、本発明によるＳＭＳシステムのクライアント、加入
者、ユーザまたは顧客を自動的に登録する実施形態を含んでいる。
通信ソフトウェア４６は、ディスケットからのダウンロード、または例えばｗｗｗホーム
サイドwww.homeside(world wide web-home side)等を経由してインターネットからのダウ
ンロードによって、例えばコンピュータ２２のハードディスクにインストールされる。通
信ソフトウェア４６のインストール・プログラムは、またある場合にはアプリケーション
・ソフトウェア４９をインストールするためのプログラムは、使用モデムを識別し、また
その調整を行なう。
セッションの開始時に新しくインストールされたソフトウェア４６を起動させるとき、そ
のソフトウェアは自動的にサーバ１１を呼出し、通信ソフトウェア４６によって要求され
るユーザ・データを供給する。このユーザ・データには、おそらく選択項目１、２、３等
を備えた所望の電子メール・アドレス、個人識別番号、ＭＳユニット２０に対する加入者
番号、手動で電子メールをダウンロードしてソフトウェアを起動させるときの所望のパス
ワード、および全ユーザが登録されているユーザ・データベース５２に対して意図された
ユーザのコンピュータ２２の装置構成に関する情報のような、各パラメータが含まれてい
る。
サーバ１１中で電子メール・アドレスを自動的に登録するために開始された命令データ・
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セッションは、ユーザ・データベース５２中でユーザが希望する電子メール・アドレスを
チェックする間、例えば選択されたアドレスが唯一のものであるか否かに関してチェック
する間、維持される。
進行中のセッションの期間中、選択されたアドレスが適切であるか否かについて“Bad na
me db”（悪名データベース）５４と指定された特定のデータベース中でチェックが行わ
れる。例えば、アドレスが不適切であることには、多くの原因があり、その原因は例えば
間違った国コードが与えられていたりする。さらに、多くのワードがシステム中で命令ワ
ードとして使用するために留保されており、あるいはそれらのワードは違反条件等を与え
るために許されない。
電子メール・アドレスの自動登録を行って肯定的な結果が得られたときには、ウェルカム
・レター（welcome letter、歓迎書簡）または歓迎情報が送付される。そのウェルカム・
レターまたは歓迎情報は、受付けた電子メール・アドレス、場合によっては別のアドレス
、および新規登録ユーザに対するアドバイスが含まれている。上述のデータ・セッション
は図５に実線矢印で示されている。破線矢印はこのセション期間中に伝送されるデータを
表している。
その後、通信ソフトウェア４６は、コンピュータ２２のディスプレイ上に起動（アクチベ
ーション）ウィンドウを表示して、ＳＭＳを介してサーバ１１から送られてきた起動コー
ドを挿入するようユーザに要求する。このようにして、インストールする加入者を識別す
るために使用される変形されたＳＭＳを介して、上述の登録が、自動登録とは関係なく確
認される。これは、その後、ユーザ・データベース５２に登録されたユーザが電子メール
を送信および受信するための方法（手段）となる。
起動ウィンドウを介して得たコードを手動で挿入すると、通信ソフトウェア４６が起動さ
れて、前述のような電子メールの送信および受信が可能となる。
あるＧＳＭモデムが行うように、ＳＭＳの処理を支援するモデムを使用すると、起動は通
信ソフトウェア４６を介して完全に自動的に行われる。即ち、それによって上述の起動ウ
ィンドウを使用する処理が省略できる。
しかし、ＳＭＳメッセージを受信したときに、ユーザはＰＩＮコードを用いて受信を確認
（acknowledge）するかまたはハンドシェークし、サーバ１１中に形成されたメモリ・ス
ペース（空間）は、いわゆる今にもやって来そうな（in the offing）認可されていない
（無認可の）使用に対して待つことがないようにすることが望ましい。
図６に示す本発明の一実施形態では、ここではＳＭＳ照会（問合せ）５６と示された例え
ばサーバ１１を介したインターネットのような通信システムにおける情報の照会およびサ
ーチの設定を行うことが可能になる。この構成に代えて、照会／サーチをサーバー１１と
のデータの接続によって求めることができ、および／または行なうことができる。次いで
、サーバー１１は照会またはサーチに関連するインターネットの素材データ（material）
をダウンロードし、本発明によるエージェントを使用してＳＭＳ処理手順に従ってＳＭＳ
を介してユーザに知らせる。この場合、通信ソフトウェア４６におけるエージェント処理
によって、要求された情報をインターネットからダウンロードする。図６の実施形態によ
るプレフィックスはここでは“Quary prefix”（照会プレフィックス）６０と示されてい
る。その他の点に関して、ＳＭＳ照会は上述と同様にエージェント４１、４３、４７を含
んでいる。ＳＭＳエージェントは、また上述の制御コード４１、４３および４７よりも多
くの制御コードを含んでいてもよい。
データを自動的に圧縮するサーバにおいて全ダウンロードを行うインターネットに関して
容量上の障害（ネック）が生じた場合は、例えば９．６ボー(baud)のＧＳＭ帯域幅のよう
な利用可能な帯域幅と圧縮とが使用される。この場合、通信ソフトウェア４６は、コンピ
ュータ・ユニット２２中のアプリケーション・ソフトウェア４９を介して提供するための
ダウンロードされた情報を自動的にパック（pack-up）する。
照会／サーチは、インターネットのｗｗｗホームページwww.homepages ５８をダウンロー
ドするために、通信ソフトウェア４６中および／またはアプリケーション・ソフトウェア
４９中に配置することができる。
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他のオペレータの更新、ユーザ（クライアント）に対する新サービスのオペレータの設定
は、例えばｗｗｗを経由したニュース速報（電子掲示板、ブレティン）、天気予報、等は
、本発明に従ってＳＭＳを介して送ることができる。
以上、好ましい実施形態を参照して本発明を説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されるものでないことは明らかである。また、請求の範囲の記載から本発明のさらに他
の実施形態は当業者にとって明らかである。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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